
［成果情報名］反芻胃通過速度の遅い粗飼料の併給は稲発酵粗飼料の子実消化率を改善す

る

［要約］稲発酵粗飼料を用いた混合飼料において、反芻胃通過速度が遅い粗飼料を併給す

ると子実の消化率が改善される。また、混合飼料の反芻胃通過速度が遅くなっても、乾物

摂取量は低下せず、乳量、乳成分にも影響しない
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［背景・ねらい］

乳牛飼養においては栄養価の高い稲発酵粗飼料（イネＷＣＳ）の給与が望まれている。

イネＷＣＳでは、未消化の子実が糞中に排泄されることから、子実消化性を改善すること

により、栄養価の向上が期待できる。そこで、混合飼料（ＴＭＲ）設計において併給する

粗飼料の違いがイネＷＣＳの子実消化性や栄養価および乳生産に及ぼす影響を検討しイネ

ＷＣＳの効果的給与技術の確立に資する。

［成果の内容・特徴］

供試したイネＷＣＳは黄熟期（出穂30日目）のヤマヒカリを専用機でロールベールサイ

レージに調製したもので、水分54.9％、子実乾物割合は47.5％である。表1に示す混合割

合でイネＷＣＳの併給粗飼料にアルファルファ乾草またはチモシー乾草を用いた2種のＴ

ＭＲを調製し、乾乳牛2頭を用いた消化試験および泌乳牛6頭を用いた飼養試験（反転法）

を実施し以下の成果を得た。

１．チモシー乾草の反芻胃内通過速度はアルファルファ乾草より遅い。チモシーＴＭＲ

給与時のイネ子実部および茎葉部の通過速度はアルファルファＴＭＲ給与時より遅

く、反芻胃内での滞留時間が長くなる（表2 。）

２．チモシーＴＭＲの粗飼料価指数（ＲＶＩ）値はアルファルファＴＭＲより大きく、

子実消化率および澱粉消化率も高まる傾向があり（表3 、イネＷＣＳの可消化養）

分総量（ＴＤＮ）含量はチモシーＴＭＲで改善される（表1 。）

． 、 。３ 泌乳牛では 反芻胃通過速度が遅いチモシーＴＭＲでも十分な乾物摂取量が望める

さらに、乳量、乳成分には影響を及ぼさず、日乳量35kg程度の乳牛用飼料として有

効に活用できる（表4 。）

４．反芻胃通過速度が速いアルファルファでもイネＷＣＳと混合することにより、推奨

されるＲＶＩ値（31分／乾物kg）が確保できる（表4 。）

［成果の活用面・留意点］

１．イネＷＣＳの子実消化率を向上させるためのＴＭＲメニューの参考となる。

２．泌乳初期から最盛期の乳生産に及ぼす影響は別途必要である。
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表１ 飼料の内容および成分値

項 目 ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 ﾁﾓｼｰ区

配合割合（乾物％）
イネＷＣＳ 19.7 19.6
アルファルファ乾草 20.7 0.0
チモシー乾草 0.0 20.3
圧扁トウモロコシ 22.7 18.4
皮付圧扁大麦 1.0 1.0
大豆粕 6.5 10.7
フスマ 0.3 0.3
ビートパルプ 16.1 16.1
コーングルテンフィード 5.7 5.7
綿実 6.9 6.9
炭酸カルシウム 0.4 0.7
食塩 0.3 0.3

成分値実測値 （乾物中％）
１）

ＣＰ 15.5 14.8
ＮＤＦ 38.6 42.3
ｆ-ＮＤＦ 19.1 22.9
ＮＦＣ 42.5 38.7
澱粉 24.6 21.7
ＴＤＮ（設計値） 73.6 73.9
ＴＤＮ（実測値） 72.0 73.0
イネＷＣＳ推定ＴＤＮ 49.8 52.1

1)ＣＰ：粗蛋白質
ＮＤＦ：中性デタージェント繊維
ｆ-ＮＤＦ：粗飼料由来のＮＤＦ
ＮＦＣ：非繊維性炭水化物
ＴＤＮ：可消化養分総量

表３ 採食・反芻行動および子実・澱粉
消化率(乾乳牛)

項 目 牛Ａ 牛Ｂ 平均
採食・反芻行動

採食時間（分）

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 38.6 53.0 45.8

チモシー区 44.0 56.1 50.1

反芻時間（分）

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 255.6 134.0 194.8

チモシー区 272.9 157.9 215.4

ＲＶＩ （分/乾物kg）
１）

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 42.0 26.5 34.2

チモシー区 44.5 30.4 37.5

子実・澱粉消化率

子実消化率 （％）
２）

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 41.6 77.5 59.5

チモシー区 58.8 76.9 67.9

澱粉消化率（％）

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 82.1 91.0 86.5

チモシー区 85.0 91.5 88.2

1)粗飼料価指数（乾物１kg摂取当たりの咀嚼時間）
2)水洗法により算出

表２ 飼料反芻胃通過速度（乾乳牛）

項 目 反芻胃通過速度（％/hr）
ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ ﾁﾓｼｰ イネ イネ

牛および飼料区 乾草 乾草 子実 茎葉

牛Ａ

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 3.11 2.39 4.26 3.21

チモシー区 2.39 1.78 1.63 1.70

牛Ｂ

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 2.05 2.00 1.61 1.76

チモシー区 1.41 1.40 1.68 1.50

平均

ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 2.58 2.20 2.94 2.49

チモシー区 1.90 1.59 1.66 1.60

（ ）表４ 飼養成績および採食・反芻行動 泌乳牛

項 目 ｱﾙﾌｧﾙﾌｧ区 ﾁﾓｼｰ区 Ｆ検定

飼養成績

平均体重(kg) 718 708

推定乾物摂取量 (kg/日) 24.2 24.4
１）

乾物摂取量(kg/日) 25.8 25.7

ｲﾈWCS乾物摂取量(kg/日) 5.2 5.2

ＴＤＮ 充足率(％) 106 106
２）

ＣＰ充足率(％) 113 108

ＮＤＦ摂取量(kg/日) 9.9 10.8 *

f-ＮＤＦ摂取量(kg/日) 4.9 5.9 **

ＮＦＣ摂取量(kg/日) 11.0 10.0 *

乳量(kg/日) 35.4 36.4

乳脂肪率(％) 3.89 3.85

乳蛋白質率(％) 3.20 3.15

無脂固形分率(％) 8.59 8.55

採食・反芻行動

採食時間(分) 375 395

反芻時間(分) 433 480

ＲＶＩ(分/乾物kg) 31.6 34.1
1)供試牛の体重、乳量および乳脂率を用い、日本飼養
標準の推定式から計算した
2)ＴＤＮは乾乳牛での消化試験結果を用いた
3)**：P＜0.01 *：P＜0.05


